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2018/05/13 
公認心理師科目との対照表（法施行日前に大学に入学した者を対象とする経過措置） 
 
※注意：対象者は、1976年度～2017年度までに心理学科に在籍・卒業なさった方です。 

 （なお、1975年度以前のカリキュラムは読み替えの対象となりません） 

 
表 学部科目（1976～2017 年度） 

分

類 

 公認心理師

科目 
左記に対応する本学授業科目 備考 記入欄 

チェ

ック

欄 

履修年度 

（西暦） 

Ⅰ ② 

心理学概論 

心理学基礎論Ⅰ  □ 年度 
心理学基礎論Ⅱ  □ 年度 
心理学基礎論  □ 年度 
心理学基礎演習  □ 年度 
心理学概論 全学共通開講 □ 年度 

③ 

臨床心理学概

論 

心理臨床学Ⅰ  □ 年度 
心理臨床学Ⅱ  □ 年度 
心理臨床学  □ 年度 
臨床心理学  社会福祉学科開講 □ 年度 

④ 

心理学研究法 

心理学研究法ⅠＢ(コンピュータ入門）  □ 年度 
心理学研究法ⅢＤ（尺度構成入門）   □ 年度 
心理学研究法ⅢＤ（SAS 入門）   □ 年度 
心理学統計法Ⅱ(コンピューター）  □ 年度 
心理学実験演習(上級）  □ 年度 
心理学特殊実験法  □ 年度 

⑤ 

心理学統計法 

心理学研究法ⅠＡ(初等統計学）  □ 年度 
心理測定学  □ 年度 
心理学研究法ⅢＣ（実験計画法と分散分

析） 
 □ 年度 

心理学研究法ⅢＣ（多変量解析）  □ 年度 
心理学統計法Ⅰ(初等統計学）  □ 年度 
心理学統計法 1976～1990 年度開講 □ 年度 

⑥ 

心理学実験 

心理学研究法ⅡＡ  □ 年度 
心理学実験演習（初級）  □ 年度 
心理学実験演習（中級）  □ 年度 
心理学実験演習  □ 年度 

Ⅱ ⑦ 知覚・認知心 認知心理学Ⅰ  □ 年度 
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理学  認知心理学Ⅱ  □ 年度 
認知科学  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅲ（知覚心理学）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅲ（認知心理学研究）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅲ  1990 年度後期のみ 

（担当：富田隆） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ  1987 年度前期のみ 

（担当：御領謙) 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅳ  1986 年度後期のみ 

（担当：海保博之） 

□ 年度 

⑧ 
学習・言語心

理学 

学習心理学Ⅰ  □ 年度 
学習心理学Ⅱ  □ 年度 
学習心理学  □ 年度 

⑨ 

感情・人格心

理学 

人格心理学Ⅰ  □ 年度 
人格心理学Ⅱ  □ 年度 
性格心理学  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ 
（ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｲ心理学と心理臨床）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅳ 
（カウンセリングと人格理論）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅳ 
（カウンセリングとパーソナリティ） 

 □ 年度 

⑩ 

神経・生理心

理学 

生理心理学Ⅰ  □ 年度 
生理心理学Ⅱ  □ 年度 
精神生理学Ⅰ  □ 年度 
精神生理学Ⅱ  □ 年度 
精神生理学  □ 年度 
心理学特殊講義 VI（生理心理学入門）  □ 年度 

⑪ 

社会・集団・

家族心理学 

社会心理学Ⅰ  □ 年度 
社会心理学Ⅱ  □ 年度 
社会心理学  □ 年度 
社会心理学概論  □ 年度 
コミュニティ心理学Ⅰ  □ 年度 
家族心理学Ⅰ  □ 年度 
家族心理学Ⅱ  □ 年度 
心理学特殊講義Ｉ（コミュニティ心理学）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅵ（コミュニティ・アプロ

ーチ） 
 □ 年度 
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心理学特殊講義Ⅲ（認知的社会心理学の諸

問題） 
 □ 年度 

⑫ 

発達心理学 

発達心理学Ⅰ  □ 年度 

発達心理学Ⅱ  □ 年度 
発達心理学 1982～1992 年度開講 □ 年度 
児童心理学  □ 年度 
心理学特殊講義Ｉ 
（関係性と子どもの社会情緒的発達）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ 
（子どもの情動の発達と制御） 

 □ 年度 

⑬ 

障害者・障害

児心理学 

心理学特殊講義Ⅳ（学習障害児の心理学）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅲ 
（障害児・障害者の療育・訓練）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅰ 
（発達障害児・者の治療教育）  

 □ 年度 

障害児心理学  社会福祉学科開講 □ 年度 
Ⅲ ⑭ 

心理的アセス

メント 

心理学研究法ⅡＢ  □ 年度 
心理学研究法ⅢＡ(ロールシャッハ)  □ 年度 
心理学研究法ⅢＢ（ＴＡＴ）  □ 年度 

心理テスト法Ⅰ  □ 年度 
心理テスト法Ⅱ  □ 年度 
心理テスト法  □ 年度 
心理検査法 社会福祉学科開講 □ 年度 

⑮ 

心理学的支援

法 

カウンセリング概論Ⅰ  □ 年度 
カウンセリング概論Ⅱ  □ 年度 
カウンセリング概論  □ 年度 
深層心理学 I（深層心理学史）  □ 年度 
深層心理学Ⅱ  □ 年度 
深層心理学Ⅰ  □ 年度 
精神分析Ⅰ  □ 年度 
精神分析Ⅱ  □ 年度 
精神分析学Ⅰ  □ 年度 
精神分析学Ⅱ  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅱ（現代の精神分析）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ（精神分析学の現在）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅵ（分析的心理学の現在）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ 
（遊戯療法・箱庭療法について）  

 □ 年度 

心理学特殊講義 Ⅰ 
（子どもと家族への心理的援助） 

 □ 年度 
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心理学特殊講義Ⅱ（森田療法）   □ 年度 
心理学特殊講義 Ⅰ 
（児童・思春期の心理療法） 

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ 
（心理療法の背景と物語るということ）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅳ（ユングと対象関係論）   □ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ（精神分析の現在）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ 
（遊び・箱庭・イメージを用いた心理療法）  

 □ 年度 

心理学特殊講義 Ⅰ 
（交流分析の理論と実際） 

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ 
（心理療法を通してみる家族）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅵ 
（フロイト・クライン・ユング）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅱ（心理療法論）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅱ 
（児童・思春期・青年期の心理臨床）  

 □ 年度 

心理学特殊講義Ⅲ 
 

1989 年度後期のみ 

（担当：村瀬嘉代子） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅳ 
 

1989 年度後期のみ 

（担当：大場登） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅱ  1985 年度後期のみ 

（担当：村瀬嘉代子） 

□ 年度 

精神分析学  社会福祉学科開講 □ 年度 
Ⅳ ⑯ 

健康・医療心

理学 

コミュニティ心理学Ⅱ  □ 年度 
心理学特殊講義Ｉ（医療と心理臨床：具体

的なアプローチを考える） 
 □ 年度 

心理学特殊講義Ｉ（がんやエイズの身体疾

患の心理ケアについて考える） 
 □ 年度 

心理学特殊講義Ｉ（医療心理学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅵ（健康心理学入門）  □ 年度 
公衆衛生  □ 年度 
健康心理学演習 全学共通開講 □ 年度 
精神保健学 社会福祉学科開講 □ 年度 
精神衛生学  社会福祉学科開講 □ 年度 

⑰ 

福祉心理学 

老年心理学Ⅰ  □ 年度 
老年心理学Ⅱ  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ（老年心理学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅴ（老年心理学）  □ 年度 
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心理学特殊講義Ⅱ（老年心理学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅱ（老年期の心理学）  □ 年度 
福祉心理学 社会福祉学科開講 □ 年度 

⑱ 

教育・学校心

理学 

教育心理学  □ 年度 
教育相談  □ 年度 
学校カウンセリング I（教育相談）  □ 年度 
学校カウンセリング  □ 年度 

⑲ 

司法・犯罪心

理学 

心理学特殊講義Ⅴ（非行臨床心理学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ（非行臨床心理学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅱ（犯罪精神医学）  □ 年度 
犯罪心理学  □ 年度 
少年問題  □ 年度 

⑳ 

産業・組織心

理学 

心理学特殊講義ＶＩ 
（産業カウンセリングの実際）  

 □ 年度 

産業心理学Ⅰ（人間工学）  □ 年度 
産業心理学Ⅱ（産業臨床心理学）   □ 年度 
産業心理学Ⅰ  □ 年度 
産業心理学Ⅱ  □ 年度 
産業心理学 経営学科開講 □ 年度 

Ⅴ ㉑ 人体の構造と

機能及び疾病 

医学一般 社会福祉学科開講 □ 年度 

㉒ 

精神疾患とそ

の治療 

精神医学Ⅰ  □ 年度 
精神医学Ⅱ  □ 年度 
精神医学  □ 年度 
児童精神医学Ⅰ  □ 年度 
児童精神医学Ⅱ  □ 年度 
児童精神医学  □ 年度 
心理学特殊講義 I（精神医学の基本）   □ 年度 
心理学特殊講義 Ⅴ（精神医学）  □ 年度 
心理学特殊講義Ⅳ（精神薬理学入門）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅱ（精神薬理学）   □ 年度 
心理学特殊講義Ⅲ 1986 年度前期のみ

（担当：高橋徹） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅱ 1986 年度前期のみ

（担当：岩崎傭男） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅰ 1984 年度前期のみ

（担当：岩崎傭男） 

□ 年度 

心理学特殊講義Ⅱ 1982 年度前期のみ

（担当：田所作太郎） 

□ 年度 
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必要な科目数 

・分類Ⅰ： ②～⑥から、３科目以上を修める 

・分類Ⅱ： ⑦～⑬から、４科目以上を修める 
・分類Ⅲ： ⑭と⑮の２科目を修める 
・分類Ⅳ：⑯～⑳から、２科目以上を修める 
・分類Ⅴ：㉑～㉒から、１科目以上を修める 
（⑯に相当する科目を、分類Ⅴとして数えても構わない。ただしその場合は、分類Ⅳとして、⑰～⑳か

ら２科目以上を修めること） 
 
 
※注意 

１．例えば、③の「心理臨床学Ⅰ」と「心理臨床学Ⅱ」の両方を修めても２科目とは数えず、「③臨床心

理学概論 1 科目」と数える。 
２．４年生大学において、定められた公認心理師科目を全て修めた者は、大学院注１）または実務経験注２）

を経て、公認心理師受験資格が与えられる。 
注１）公認心理師に対応するカリキュラムを有する大学院 
注２）公認心理師に対応するプログラムを有する施設での実務経験 


